
 

 

  

 

 空を見上げると、だんだんと夏の空から

秋の空へと変わりはじめてきました。学習

に部活動と大切な時期がつづくと思います。 

そんな中で息づまってしまうことも少なく

ないと思います。そんなとき、本を読んで

みることで気持ちの整理がつき、次への活

力になることもあります。また、秋といえ

ば「読書の秋」なんて、何度も聞いたこと

があると思いますがそんな秋だからこそ新

しい物や知識にふれてみてはいかがでしょ

うか。図書館には様々な種類の本が多くあ

るので、気分転換などで一度足を運んでみ

てください。新しい本との出会いを楽しみ、

本をより身近なものにしていきましょう。  

           （1-1 図書委員）                                                                                            

                                               

   

『のっけから失礼します』  

           三浦  しをん：著  

                集英社  

今回紹介するのは小説家である三浦しを

んさんがファッション誌『BAILA』に掲載

したエッセイがまとめられた本です。約四

ページに書かれてある三浦さんのおもしろ

おかしい日常話に、思わずニヤニヤしなが

ら読んでしまいます。話数は多いですが一

話一話が短いので本を読むことが苦手な人

でもすらすら読めてしまうのでおススメで

す。一章目から三浦しをんワールド全開な

ワードセンスと、臨場感のある文章にはき

っと皆さんも引きこまれてしまうことでし

ょう。話の中には、山形県の鶴岡市を訪れ

たときのエピソードも書かれてあるのでぜ

ひ興味のある方、笑いたい方は図書館に来

て読んでみてください。  

（1-1 図書委員）  

 

 

 

 

 

 

 

 

1.  目的：生徒の読書意欲の喚起及び思考力・  

    判断力・表現力等の育成  

2.  主催：山形県教育委員会  

3.  期日：令和 7 年 11 月 15 日（土）  

4.  会場：山形県生涯学習センター「遊学館」 

   ホール  

5．ルール：発表者（バトラー）が読んで面白

いと思った本（漫画・雑誌を除く）を持って

集まり、順番に一人 5 分間で本を紹介します。

それぞれの発表の後に参加者全員でその発表

に関するディスカッションを 2～ 3 分間行い

ます。全ての発表が終了した後に「どの本が

一番読みたくなったか？」を基準とした投票

を参加者全員で行い、最も票を集めたものを

『チャンプ本』（最優秀賞）とします。  

6.参加者：【発表者（バトラー）】  

・山形県内の高校生  

・各校 2 名まで  

7.申し込み：令和 7 年 10 月 10 日（金）  

      図書館  髙野  まで  

 

 

 

 

 

 

読書感想画とは、読書を通じて得た感動を、

その生徒なりのイメージをもとに「絵画」と

して表現することです。  

1.主催：（公社）全国学校図書館協議会  

2.対象：応募を希望する高校生  

イ）指定図書  主催者が指定した図書の感想

画（詳細は図書館まで）  

ロ）自由図書  自由に選んだ図書  

3.用紙・画材：用紙は、画用紙・ケント紙  

キャンバスボード・マニラ紙・ボール紙いず

れでもよい。画材は、クレヨン・パステル・

水彩・油絵具など自由。版画・はり絵も可。  

4.寸法：感想画の寸法は 36cm×40cm 以下の大

きさとする。  

5.〆切： 11 月 4 日（火）図書館へ提出。  

 NO.6 

長月  

（ながつき）  

長井高等学校  
図書委員会  

図書館  

2025.9.30 

お知らせ  

 返却日が過ぎている図書館の本は  

速やかに返却しましょう。  


